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1. 目　的

インスリンは糖取り込みを直接コントロールする唯一のホ
ルモンである一方で，交感神経活動がインスリン非依存的に
末梢の糖取り込みを亢進しうる可能性が指摘されている1)。
本研究では，ラット片側坐骨神経内交感神経束への電気刺激
（MS）がインスリンとは独立に一過性の血糖値低下を引き起
こした先行研究2)に基づき，インスリン抵抗性亢進下での
MSが糖取り込みに及ぼす効果について定量的に検討した。

2. 方　法

6週齢から高脂肪食で約5週間飼育したラットをHFD群
（n＝6）として用いるとともに，同期間標準食で飼育した
control群（n＝5）を設定した。
麻酔下仰臥位にて微小電極を用いて，両群のラット片側

坐骨神経から交感神経信号を導出した後，euglycemic clamp
法を開始した 2), 3)。すなわち，頸静脈よりインスリンを定
速持続注入（10 mU/kg/min）する一方で，定常状態の血糖値
を維持するようグルコースを可変持続注入し，このときの
グルコース注入速度（GIR）を糖取り込み量の指標とした。

MSは，微小電極を介して幅0.25 msのパルスを25 ms間
隔で10個並べたバーストを2回/sの割合で印加し 2)，並走
する他種の神経線維の興奮を避けるため，刺激強度は，MS
による微小な筋収縮が目視で確認できる強度から，さらに
0.1 V低い電圧とした 4)。

3. 結　果

MS開始前のGIRは，HFD群がcontrol群に対して有意に
低値（7.6 ± 1.3 vs. 11.2 ± 0.9 mg/kg/min，P＜0.01：
mean ± SD）であった。MS中の両群のGIR（HFD群：10.4 
± 1.1 mg/kg/min，control群：13.2 ± 1.5 mg/kg/min）
は，それぞれのMS開始前の値に対して有意に高値であり

（P＜0.01），MS停止後もこの傾向を維持した（HFD群：
9.7 ± 1.0 mg/kg/min， control群：12.8 ± 1.3 mg/kg/
min）。また，HFD群のMS中およびMS停止後における
GIRは，control群でのそれらに対してそれぞれ有意に低値
（P＜0.01）であった一方で，HFD群におけるMS中のGIR
は，control群のMS開始前の値と同程度であった。
両群の血漿インスリン濃度には，MSの開始および停止

による有意な変化は検出されず，群間差もみられなかった
（HFD群：MS前18.0 ± 4.6, MS中15.5 ± 3.0, MS停止後

17.6 ± 4.1 ng/ml，control群：MS前17.8 ± 7.2, MS中
16.7 ± 5.7, MS停止後17.1 ± 6.3 ng/ml）。

4. まとめ・独創性

インスリン抵抗性亢進下においても，MSは健常のレベ
ル近傍にまで糖取り込みを促進するとともに，この効果は
インスリン非依存的である可能性が示唆された。
本研究は，投薬による血糖コントロールとは全く異なり，

機能的電気刺激による末梢交感神経系の賦活を糖取り込み
誘発の手段として用いることに大きな特徴がある。本研究
の発展は，糖代謝を人工的に制御する画期的な医療機器の
開発へと繋がるものと期待される。
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